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7.13 新潟豪雨災害における農業被災状況

三沢眞一 *・稲葉一成 **・数又紀幸 **
* 新潟大学農学部・** 大学院自然科学研究科

1.　はじめに

　7 月 13 日に新潟県中部を襲った記録的な集中豪
雨により、五十嵐川、刈谷田川、猿橋川などが破
堤し、三条市、見附市、長岡市、中之島町を中心
に死者 15 人、家屋の全半壊 158 棟、一部損壊 94
棟、床上浸水 7,289 棟、床下浸水 6,341 棟の大き
な被害をもたらした。さらに道路の決壊 2,672 ヵ
所、河川の被害 940 ヵ所、崖崩れ 2,215 ヵ所など、
公共施設や山間部にも傷跡を残した。
　また農地や農作物なども冠水または湛水、土砂
堆積による被害、更には斜面崩壊による被害が発
生した他、ため池や道・水路などの農業用施設も
被災し、農林業関係も数多く被災した。ここでは、
これら農林業関係の被災状況について報告し、さ
らに農作物、農業用施設の被害状況内訳について
報告する。
　今回の水害では河川堤防が11箇所破堤した。破
堤した周辺地域はもちろんのこと、下田村や栃尾
市なども農地や農業用施設の被害は大きいもので
あった。

2.　農林業関係被害

　今回の災害では、水害による住宅地の被害が注
目されているが、農林関係被害も大きいものであっ
た。表 1 に示したように林業関係の被害が最も大
きな被害額であったが、とりわけその中でも林地
被害（斜面崩壊）が最も多かった。ついで、土地

改良施設である、ため池や道・水路、用排水機場、
頭首工等の農業用施設（基盤整備関係）の被害が
大きく、水稲を中心とした農作物の被害や土砂な
どの流入による農地被害（写真１，２）が続いてい
る。更に、農家などが所有していた農業用機械の
被害などがあり、農林業被害額の合計は約 362 億
円と見込まれた。

3.　農作物の被害状況内訳

　内訳としては、表 2 に示したように特に被害額
が大きかったのは水稲と野菜であった。また被害
面積が大きかったのは水稲と大豆であった。農作
物の被害額の合計は約 48 億円と見込まれた。
　被害の原因としては、冠水または湛水および土
砂堆積の影響である。コシヒカリは冠水日数が 3
日以上になると、出穂遅延、不稔籾、枯死、枝穂
の発生がみられ、早稲などは水害時に穂ばらみ期
であったことから、コシヒカリより短い冠水日数
で被害が大きくなり、大幅な減収が見込まれた。
長岡地域の八丁沖では冠水日数が 9 日間と非常に
長いところがあり、稲は立っているものの収穫皆
無と見られる水田も多く見られた。大豆は冠水が
12 時間以上では、枯死株の発生が増え、生存株の
茎葉・花芽の損傷や枯死程度も大きくなると言わ
れており，壊滅的状態になった所が多くみられた。
堤防の決壊地に近い水田は土砂流入が大きく，水
稲や作物に壊滅的な打撃を与えた。また中山間の
棚田地帯では、溢流による畦畔の決壊が多く見ら

!"#$%&'(

)*+, -./0 -.1 -.23

45678 9: 4;<99=>? @<A:A BCDEFDGHDIJKLMBNOB-.K

=56PQR!STUV( W A;;X @4= YZ[\]^_`]aD6PbcDdefghiK

;56Pjkl A 4<AmAk =<n@m [opa]DqZreZDstkDuvkK

@56wKxcyK ; =AWz A@ {|D}~D�ÄK

m5ÅPUV

!ÅÇDÅÉDÅPQR(
94 4<m;mÑÖ 4@<mn@

ÅÇ-.!Wm9ÑÖÜ
ÅÉ-.!m9mÑÖÜ

ÅPQR-.!4@ÑÖ(

956Ç @; 4<WAWÑÖ @<49A BsDáÇ!:;;>?Ü

:56PjQR!àâäãUV( @A ;<=49ÑÖ W<:94 åçéDÉNBèDjêBkëDíìîK

A5SïUñQR m :ÑÖ @nA 6PóòêBôöQRD6+õú

ùû ;9<=9n

表 1　農林業被害
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れた。また，果樹も収穫期を前にして大きい打撃
を受けた。

4.　農業用施設（基盤整備関係）の被害状況内訳

　農業用施設（基盤整備関係）の被害状況内訳を
表 3 に示した。ため池の被災状況としては写真３
のように山腹崩壊によって土砂が流入し、埋没し
たものが多く、またため池からの溢流により堤防
が洗掘されたり、破堤したのもあった。頭首工で
は洪水によりゲートが歪んでしまったり、取水口
にごみと一緒に多量の土砂が詰まり取水できなく

��� ����� ������ �����

�� ����� ������ ������ ������

�� ��� ����� ����� ������

�� ��� ������ ��� �����

�� ��� ����� ��� �����

�� �� ����� �� �����

����� � ����� �� �����
��� � ����� � �����

�� ����� ������� ������ �������

������������ ����������表 2　農作物被害状況内訳
なる被害が見られた。用排水機場では施設内が浸
水し電気系統が水に浸ってしまう被害が見られた。
被害額が特に大きかったのは水路であった。写真
４のように洪水によって水路が流されてしまった
り、多量の土砂に埋没した例が多かった。また中
山間部では山腹崩壊による土砂埋没の被害が多
かった。ついで被害額が大きかったのは道路であっ
た。農道は豪雨による崩落が多く、山腹水路から
溢流した水が、農道を決壊させたものが多かった。
今回の災害ではため池や水路などが本来の機能を
失うような決定的なダメージが多かった。

5.　復旧に当たって

　今回の豪雨災害では、農林業関係はかなりの被
害を受けた。農業用施設（基盤整備関係）の被害
の中では水路、道路の被害が特に多かった。応急
対策としては用排水路へ流入した土砂の排除、仮
設用水路の設置、農道崩壊箇所の復旧などが行わ
れた。
　水田については多量の土砂堆積による今後の農
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表 3　農業用施設 ( 基盤整備関係 ) の被害状況内訳

写真１　土砂や砂利が堆積した水田（中ノ島町） 写真２　多量の土砂が堆積した水田（長岡地域、
八丁沖）
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写真３　山腹崩壊によって埋没したため池（見附
市）（写真提供：三条農地事務所）

写真４　洪水により流された水路（下田村）（写
真提供：三条農地事務所）

作物への影響が懸念されている。また堆積土砂の
処理方法が問題となっている。水田の堆積土砂は
排除かその現地で処理するかが解決策であったが、
土捨て場が無い場合が多く、見附市など堆積土層
厚の大きい所では、天地返しで堆積土を下にし、
表土を上に持ってくる工法が採られることになっ
た。

　中越地方では復旧し始めた矢先の 10 月 23 日大
地震に見舞われ、復旧したばかりのため池の堤防
に亀裂が入るなどの被害が生じたり、山腹水路な
どが更に大きく破壊を受けるなど被害が拡大した
所も多く、復旧にさらに時間がかかることになっ
てしまった。




